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リベラルアーツやデジタルリテラシー、語学など、これからの社会で必須となる知識・スキルを学び、”日本最大規模の
課題解決演習（PBL）”において、トライ＆エラーを繰り返しながら実践・応用することで、徹底したコンピテンシーの
養成を図り、解のない課題をひも解き、新たな価値を創造することによって、
社会をより良く、前向きに変える原動⼒となる『チェンジメーカー』を育成する大学

叡啓大学とは

実社会のリアルな課題にチャレンジ
■企業等が抱える課題をテーマとした課題解決演習に繰り返し挑戦
【PBLの割合は、全国トップの約20％】

■⼊⼝（課題設定･要因分析）から出⼝（解決策の⽴案）まで、学
生自身がチームを組んで、課題解決に一貫して取り組む

■卒業プロジェクトとして、学生一⼈ひとりが課題を設定し、学んだ知識
やスキル、リレーションを総動員して解決策を導き出す

これからの社会の「読み・書き・そろばん」を修得
■⽂理横断のリベラルアーツとデジタルリテラシー（ICT・データサイエンス）
やロジカルシンキング、デザイン思考など、複雑・多様化する課題の解決に
求められる知識・スキルを修得

■全ての授業を日英２言語で開講
〜⼊学後の半年間は英語漬け（英語集中プログラム）
〜単位の1/2以上を英語で履修（英語のみで卒業可）
〜⼊学定員100⼈のうち留学生が20⼈

■海外での体験・実践活動を義務付け（インターンシップ・ボランティア・留
学）

徹底したアクティブ・ラーニング
■授業は最大25⼈程度の少⼈数制
■一方的な講義は20％以下、グループディスカッションなど学生主体の
授業展開

“日本最大・最高レベル”の実践教育

『チェンジメーカー』に必要な資質・能⼒
■グローバル
・コラボレーション⼒■戦略性■実⾏⼒

デジテルリテラシーや論理的
思考⼒等を用いて、解決策
を戦略的に⽴案する⼒

■先⾒性
幅広い教養を基盤とし
て、本質的な課題を⾒
抜く⼒

主体性・リーダーシップを
発揮して、チャレンジし、
最後までやり抜く⼒

多様性を尊重し、他
者と協働する⼒
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叡啓大学の概要と
入学者選抜について

令和５年７月
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叡啓大学 Eikei University of Hiroshima

学部名 ソーシャルシステムデザイン学部

学科名 ソーシャルシステムデザイン学科

所在地 広島市中区幟町１－５

入学定員 100名（収容定員：400名）

学生数 255名（令和５年５月１日現在）
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広島駅から徒歩10分，
広島市内中⼼部の都市型キャンパス
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システム
思考

4

ソーシャルシステムデザインとは
社会で問いを設定し，解答を自ら探求するための方法論

複雑な社会課題を解決し，新しい価値を創る

「木を見て森も見る」力

個(要素)を大切にし，
同時に全体で

美しいものを創る力
“鳥の眼・虫の眼”

をともに持つ

ありたい未来の

企画・立案力
また，実行できる

実践力
実現したい未来予想図

を自ら設計

デザイン
思考

イノベーション

System Design

Innovation
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幅広い教養を基盤とする複眼的・多角的な視野で, グ
ローバルな視点から将来を見通し，概念的思考力など
を用いて，社会の変化がもたらす本質的な課題を発見
する力。

先見性

ICTリテラシーを基盤に, 探究心を持って新しい情報
や知識の収集・調査・分析を行い，論理的思考力などを
用いて，統合的な解決策を戦略的に立案する力。

戦略性

リーダーシップを持って何事にも主体的・積極的にチャ
レンジし，困難に直面してもあきらめずに最後までやり
抜くことを通じて，物事を実行する力。

実行力

個人や社会の多様性を尊重し，外国語能力やコミュニ
ケーション力を駆使して，異なる文化・価値観等を有す
る他者とも相互に信頼関係を構築し，協働する力。

グローバル・
コラボレーション力

高い志と倫理観を持ち，生涯にわたって学び続ける姿
勢を通じて，自己を高める力。自己研鑽力

5

卒業認定・学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)

5



©2023 Eikei University of Hiroshima

6

教育課程編成方針(カリキュラム・ポリシー)

6

ねらい（修得するコンピテンシー）カリキュラムの構成

人,社会，自然にまたがる複数分野の知識を学修することにより，複
眼的・多角的に社会を俯瞰できる視野や，グローバルな視点から将
来を見通し，本質的な課題を発見する力を養う。また，これらの学問
分野を学修することを通して，望ましい社会や公正な社会を考えう
る高い志と倫理観，生涯にわたって学び続ける姿勢を身に付けて自
己を高める力や，多様性を尊重し共同する力などを養う。

リベラルアーツ科目

修
得 ICTリテラシーやデータを収集・分析するスキル，論理的な思考力な

ど，実社会における課題に対し，統合的な解決法を戦略的に立案す
るために必要となる基本的なスキルを養う。

ICT・データサ

イエンス
基本
ツール
科目 思考系

国内外を問わず活躍できる実践的な英語力を修得し，多様性を尊重
しながら，コミュニケーション力を培って，異なる文化的背景を有す
る多様な他者と協働するための基本的なスキルを養う。

実践英語

企業等から提供された実社会における課題を取り上げた実践的な
PBLや，学生自らが課題を設定し解決策を立案する卒業プロジェク
トに取り組むことにより，本質的な課題を発見する力，統合的な解決
策を戦略的に立案する力や最後までやり抜くことを通じて物事を実
行する力などを養う。

体験・実践プログラム

実
践

課題解決演習
（PBL）

課題解
決演習
科目

卒業プロジェ
クト
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４年間のカリキュラム体系

 カリキュラム体系の図を追加

7
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全科目で能動型学習・日英2言語で開講

8

(写真出所)叡啓大学提供, 2023年3月
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社会を前向きに変えるチェンジメーカーを育てる

9

実践力

• 実社会のリアル
な課題に挑む
課題解決演習
（PBL）

• 体験・実践プロ
グラム

国際教養力

• リベラルアーツ

• デジタルスキル

• システム思考
デザイン思考

• 実践英語

グローカル

• 広島の街全体が
キャンパス

• 徒歩0分の
国際学生寮

• 国際学生と集う
キャンパス

社会を

変える

社会を

生き抜く

社会を

つなぐ



©2023 Eikei University of Hiroshima

「解」のないリアルな課題解決演習（PBL）

10

企業や地方自治体等が実際に直面している問題を扱う。
学生は2～3年次において課題解決プロセスを3回経験
協力組織は100団体超（広島県，キユーピー株式会社中四国支店，UNITAR広島事務所 など）

【集大成: 卒業プロジェクト】(12単位)

それまでの学修成果を踏まえ，最終年次で学生自ら解決すべき課
題を設定し，課題の原因究明から解決策の提案までを行う。

課

題
設

定

仮

説
を

立
て
調

査
準

備

解

決
策

の
検
討

本

質
的

な
課
題

の
発

見

情

報
分

析

仮

説
検

証

現

地
調

査

情

報
収

集

課題解決演習(PBL)の流れ

プ

レ
ゼ

ン

振

り
返

り

多様な主体をつなぐプラットフォーム

連携承諾団体116団体

学びの場

課題解決演習(PBL)の

テーマ例

海外展開に向けた市場環
境調査と消費者ニーズ把握

民間企業
(食品)

新たなITサービスのアイデ
ア創出

民間企業
(IT)

データを活用したまちづく
りサービス開発

民間企業
(交通)

高齢ドライバーの事故を減
らす取り組みの提言

民間企業
(保険)

少子高齢化の進行に伴う伝
統文化の継承

自治体
(市町)

(2023年５月３１日時点)

企業・団体

89
県・市町

25

国際機関・
政府関係機関

2

社会を変える「実践力」
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社会を生き抜く「国際教養力」

 多様化・複雑化する課題を解決する上で

基盤となる知識・スキルの修得

 SDGsを意識したリベラルアーツ

11

主な学習内容ウィンドウ５つのP

多文化共生社会で，人々の多様性を尊重する仕組み等，社
会課題に対応する知識（人文学関係）

アイデンティティ
デザイン

People
(人間)

グローバル化する経済・社会の仕組みや，
産業，技術発展などに関する知識（経済学関係）

ビジネス
デザイン

Prosperity 
(繁栄)

自然と共存しながら発展するための環境保全や生物多様性
などに関する知識（理学関係のうち環境学部分）

エコシステム
デザイン

Planet
(地球)

Peace (平和) Partnership (共創) 
共通の

学習項目
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実践英語（社会を生き抜く英語）

 入学後の6か月で英語集中プログラム（IEP）を実施

 英語で授業履修できるレベルまで, 英語力向上徹底

 一部の科目を除き，授業科目は日本語と英語の両方で開講

 卒業に必要な124単位のうち62単位以上は英語での単位修得

 英語による授業のみで卒業可能

 英語ラウンジの設置

 英語ニュースが常時流れ，英語書籍やDVDを設置

12

国際交流協定締結校: 14か国・地域所在の20大学
(2023年４月現在)

• 2年生から留学可能
• 交換留学協定を締結する左記の

大学に加え，米国認可非営利教
育機関 Study Abroad 
Foundation（SAF）が提携する
10か国48校の海外大学へ留学
するプログラムやその他の留学
支援機関を通じての留学も可能。

※カリフォルニア大学サンディエゴ校など海外短期留学プログラムへの参加も可能。
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社会をつなぐ「グローカル（Global×Local）」

広島駅から徒歩１０分
広島の街の真ん中に，多様な才能が集う。
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世界と地域を同時に感じる日常生活の場

徒歩０分の国際学生寮を完備

14
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企業・団体

67
県・市町

25
国際機関・
政府関係機関

2

キャリア形成に向き合う４年間

15
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就職・起業の支援体制の構築

企業・団体

67
県・市町

25
国際機関・
政府関係機関

2

１ キャリアデザインオフィスがハブステーション

○ 専属のキャリアアドバイザーが常駐（平日10:00-17:00）
○ キャリアガイダンスを随時開催

16

２ 現役で活躍する社会人によるメンタリング

○ 多様な社会人の方々がキャリアメンターとして，

キャリア設計に関するアドバイスをするサポート体制を整備

３ 企業や自治体主催のチャレンジプログラムの活用

○ 企業や自治体等が主催する学生向けの

キャリア形成支援プログラムを活用し，

学生自らがチャレンジ（腕を試し・磨く）
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チェンジメーカーの卒業後進路のイメージ
３人の叡啓大学１期生が想定する明解なキャリアデザイン

ビジネス・デザイン

将来の夢: 学び・やりたいことを突き詰
め，叡啓大学を世界に誇れる大学に
体験・実践活動: 福山で素材から自分で
ジーンズを創るスクールに参加，環境に
配慮したボーダレスなジーンズづくり

将来の夢: 外交またはメディアに関与，
偏りない情報発信で平和な世界に貢献
体験・実践活動: 外務省主催プレゼンコ
ンテストに参加し奨励賞受賞，中華圏の
文化・情報に自ら触れる留学を検討中

将来の夢: 英語とコミュニケーション力
を活かす「食」の研究と起業，料理人と
経営者をマッチングするビジネス
体験・実践活動: 大学の学食開設提案，
尾道・瀬戸田のレモンプロジェクト参加

アイデンティティ・デザインエコシステム・デザイン

想定される進路

● グローバルに展開するモノづくり企業

● サービス産業の企画・事業部門
など

想定される進路

● 公共団体

● 社会貢献活動を行う団体の企画
● 新聞社やテレビ局などの

ジャーナリスト
● 外交官 ● 国際機関
● 国際NGO など

想定される進路

● インフラ産業や環境に配慮した

事業展開を志向する企業の企画
部門 など

17
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求める学生像（アドミッション・ポリシー）

 国内外の様々な文化，歴史，社会や国際関係に強い関心と探求心があり，他者と積

極的にコミュニケーションを行いながら学ぶ意欲がある者

 将来を見据え，目的意識を持って学修に取り組み，自らの能力の向上を目指す者

 高校までの学修で基本的な学力を身に付け，幅広い視野を持って自ら先頭に立ち

他者を巻き込んで様々な課題に取り組み，社会に貢献しようと考えている者

【入学者選抜の特徴】

○ 総合型選抜を重視

○ 英語力に関する出願要件あり，「英語資格・検定試験の成績証明書」必須

○ 学校推薦型選抜と総合型選抜の併願はできない。

ただし，総合型選抜は，「専願」ではないため，他大学に出願可能。

○ 一般選抜は，大学入学共通テストを利用する。大学独自の日程で実施。

他の国公立大学の前期・中期・後期日程に出願可能。

要 件入学時期

CEFR B1（英検２級）相当以上の英語力を有すること春入学

CEFR B2（英検準１級）相当以上の英語力を有すること秋入学
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令和６年度入学者選抜の概要

合格
発表

第二次
選考

実施日

第一次
選考結果
通知日

出願期間選抜方法

主な提出書類

選抜区分
【募集⼈員】 履

歴
書

推
薦
書

小
論
文

調
査
書

ま
た
は

成
績
証
明
書

活
動
報
告
書

志
望
理
由
書

R5.12.15
(金)

R5.12.2(土）
～5（火）の

いずれか１日

R5.11.23
(木・祝)

R5.10.13
(金)
～

10.30
(月)

【第一次選考】
書類選考

【第二次選考】
面接
グループディスカッション

○○○○
総合型選抜
留学生選抜

【50名】

学

R5.11.1
(水)
～

11.6
(月)

○○○
学校推薦型

選抜
【20名】

R6.3.1
(金)

R6.2.23
(金・祝)

※追試
R6.2.26(月)

R6.2.16
(金)

R６.1.22
(月)
～

1.29
(月)

【第一次選考】
書類選考
大学入学共通テスト

【第二次選考】
面接

○○○
一般選抜
【10名】

R5.12.15
(金)

R5.12.2(土）
～5（火）の

いずれか１日
R5.11.23
(木・祝)

R5.10.13
(金)
～

10.30
(月)

【第一次選考】
書類選考

【第二次選考】
面接

○○○○○

第１回

留学生選抜
総合型選抜

【20名】
秋⼊学

R6.3.1
(金)

R6.2.23
(金・祝)

R6.2.16
(金)

R６.1.22
(月)
～

1.29
(月)

第2回

春

⼊

学

秋

⼊

学
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１ 総合型選抜・留学生選抜

 出願期間は10月１３日（金）～３０日（月）

 小論文テーマは8月上旬に公表, 提出期限は出願最終日まで

２ 英語資格・検定試験の成績証明書の提出期限

（期限までに合否またはスコアが確認できること）

提出期限（予定）出願期間選抜区分

11月15日（水）
10月13日～10月30日

総合型選抜
留学生選抜

11月1日～6日学校推薦型選抜

1月29日（月）1月22日～29日一般選抜

 成績証明書の有効期間は２年以内

 取得見込の方，これから取得を目指す方も出願可能

 本学独自のTOEFL ITPテストも実施

2024年度入試（春入学）

20
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 入試日程

 出願期間：2023年 10月１3日（金）～10月30日（月）正午

 ２次選考：2023年 12月2日（土）・3日（日）・4日（月）・5日（火）のいずれか1日

 選抜方法

 出願書類（志望理由書，活動報告書，小論文，調査書）

 １次選考（書類選考）

 ２次選考（グループディスカッション，面接）

12月11月10月９月８月７月６月

学生募集要項公表

６/６ 8月上旬

小論文テーマ公表

10/13～30

出願期間

12/2～5

２次選考 合格発表

12/1511/15

英語成績証明書

の提出期限

総合型選抜・留学生選抜（春入学）

21
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 学校長の推薦により，1学校あたり2名まで出願可能。

 入試日程
 出願期間：2023年 11月１日（水）～6日（月）正午
 ２次選考：2023年 12月2日（土）・3日（日）・4日（月）・5日（火）のいずれか1日

 選抜方法
 出願書類（志望理由書，推薦書，調査書）
 １次選考（書類選考）
 ２次選考（グループディスカッション，面接）

学校推薦型選抜（春入学, 広島県内の高等学校対象）

12月11月10月９月８月７月６月

学生募集要項公表

６/６ 11/1～6

出願期間

12/2～5

２次選考 合格発表

12/1511/15

英語成績証明書

の提出期限

22
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一般選抜(春入学)

 大学入学共通テスト（４教科）を利用

 入試日程
 出願期間：2024年 1月22日（月）～29日（月）正午
 ２次選考：2024年 2月23日（金・祝）

 選抜方法
 出願書類（志望理由書，小論文，調査書）
 １次選考（大学入学共通テストの成績と出願書類により選考）
 ２次選考（面接）

3月2月1月12月11月10月9月

学生募集要項公表

9月下旬 11月上旬

小論文テーマ公表

1/22～29

出願期間

2/23

２次選考 合格発表

3/1

大学入学共通テスト利用科目（一般選抜）
配点科 目教 科

200国語総合（古文，漢文を含む）国 語

200数学Ⅰ・A，数学Ⅱ・B（2科目必須）数 学

100

次の科目から1科目
・地理歴史 （世界史Ｂ，日本史Ｂ，地理Ｂから１科目）
・公民（現代社会，倫理，政治・経済，「倫理，政治・経済」から１科目）
・理科（物理，化学，生物，地学から１科目）

地理歴史・公民，
理 科

200英語（リーディング，リスニング）外国語

23
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叡啓大学オープンキャンパス
ぜひご来場ください !

 キャンパス見学，授業公開や模擬講義など：7月27日（木）～8月2日（水）

 特に7月29日(土)には， 大学説明，模擬講義，個別相談ブース，在校生と
の交流，在校生企画など，叡啓大学の魅力をまるっとお伝えします！

24

詳細プログラムや
参加申し込みは，

大学ホームページから！
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システム思考とSDGs体現のノベルティ制作: 学生服残布の one and 
only (ふたつとして同じものがない)エコバックのプロデュース

 様々な学校の制服の残布をつないで縫製する
パッチワークバッグ「Uni-Hodge 
Podge(ユニほっぢぽっぢ)」を，大学と企業
とNPO・公益法人のパートナーシップで
2020年12月に作成。

 学生服販売会社が，裾上げ作業で廃棄処分さ
れる学生服の残布を無償提供し，広島県就労
振興センターの協力により，障がい者支援福祉
施設に縫製を発注。

 パートナーシップで，one and onlyの一つず
つ，個性あふれるバッグが誕生しました。つな
ぐことで新しい価値を生むシステム思考，多様
性からイノベーションが生まれる，SDGsの精
神を体現。

 2021年度厚生労働省「障害者就労における
地域の産業と福祉の連携推進事業」全国モデ
ル事業２０か所の一つに選定。

25

(写真出所) 叡啓大学ウェブサイト
https://www.eikei.ac.jp/news/details_00057.html

叡啓大学 最近のトピックス
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東京大学国際オープンイノベーション機構との間で包括連携協定を締結

叡啓大学産官学連携・研究推進センターは2021年4月1日，東京大学国際

オープンイノベーション機構との間で包括連携協定を締結。

26

(図出所)東京大学国際オープンイノベーション機構ウェブサイトhttps://www.ioi.t.u-tokyo.ac.jp/about/

叡啓大学 最近のトピックス
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サンフレッチェ広島と包括連携協定を締結

スポーツ・ビジネスを通じた地域コミュニティーの活性化とともに，青少年の健

全育成に関して緊密かつ組織的な連携・協力を図ることにより，地域の発展に

貢献するため，叡啓大学は県立広島大学ともに，サンフレッチェ広島と包括連

携協定を，2021年12月13日に締結。

27

(写真出所) サンフレッチェ広島ホームページ https://www.sanfrecce.co.jp/news/hometown/4762から引用

叡啓大学 最近のトピックス
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叡啓大学 最近のトピックス

地元の起業家を育成・支援する
一般社団法人「広島イノベーションベース」の設立に参画

• 情報通信技術の株式会社ベイシス（東京）と叡啓大学，広島銀行，もみじ銀行，中国新
聞社，中国放送，広島大学で地元の起業家を育成・支援する一般社団法人「広島イノ
ベーションベース」を設立（2023年１月）。

• 世界の起業家ネットワークのEO（起業家機構）と連携し，オール広島で起業家を生み
育てるプラットフォームとして，10年後には，売上高1億円以上の起業家の100人育
成や3万人の雇用創出などを目指す。

(写真出所) 2023年2月に叡啓大学より提供
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活躍する在学生たち

外務省主催
「第37回国際問題プレゼンテーション・コンテスト」

奨 励 賞 受 賞

「文部科学大臣杯全国青年弁論大会」
優 良 賞 受 賞

G７広島サミット 学生ボランティア活動・応援企画

＜通訳ボランティア＞
イギリス・フランス先遣隊歓迎夕食会（４/25）
歓迎レセプション（5/18）
国際メディアセンター (IMC) （5/20・21）

＜G7広島サミット応援企画＞

「来てみんさい！ 若者版G7！
～来てみてわかった ひろしま～」日本代表

（学⽣コメント）
広島の平和を発信するという「アウトプット」の活動から，住ん

でいると当たり前となってしまう広島の魅⼒や悲惨な過去から復興
を遂げた広島の強さを，世界からみた広島の特⾊として教えてもら
うという，「インプット」活動がより重要になると感じました。

（学⽣コメント）
今回のボランティア活動を通して⾃⾝の通訳としての技能に⾃信

を持つことができ，通訳という職業が将来のキャリアにおける選択
肢のひとつとして明確に⾒えるようになったと思います。

愛知県一宮市で開催された
「第66回文部科学大臣杯全国青年弁論大会
（主催：日本弁論連盟）」一般の部で優良賞
（NHK名古屋放送局賞 日本弁論連盟会長
賞）を受賞しました！

← 学長表彰式の模様 （2021年12月24日）

日本の将来を担う大学生等が国際
問題に関するプレゼンテーション
をとおして，日本の外交政策や
国際情勢等に対する関心や理解を
深め，同世代の仲間との切磋琢磨
や交流により国際社会で活躍でき
る能力を高めることを目的として
実施するイベントで，奨励賞を
受賞しました。
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広島の街と自然すべてがキャンパス: 
２１の学生活動団体が自主的に立ち上がり，自発的に活動

30

 学生の自主的イニシアチブで，２１の学生活動団体(クラブ活動)が立ち上がっている。ダンス，カフェ，スポー

ツ，国際交流，起業，音楽，アート，イベント，ボランティア，スポーツ，eスポーツなどの分野で活発かつ自発

的に活動。他大学や地域の活動団体と連携して活動する事例も増加。

 学生の発意により，今後も続々と団体は増えていく見込み。

叡啓大学 最近のトピックス
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叡啓大学授業風景等のYou Tubeリンク紹介

 Jump Start Workshopでの授業風景
 2021年４月に入学した叡啓大学１期生は、入学直後の４月５日～10日までの６日間に行わ

れた「Jump Start Workshop」において、ソーシャルシステムデザイン及び課題解決演習
(PBL)の基礎を学んだ。この動画は、 「ソーシャルシステムデザイン入門」及び「課題解決入
門」の授業風景を撮影し、ダイジェストとして編集したもの。

 「ソーシャルシステムデザイン入門」: https://youtu.be/SXDLZFxsZP4
 講義が疑似体験できる360度動画: https://youtu.be/rLNsrY6ncZA (第1日目

のリンク、さらに別編あり)
 「課題解決(PBL)入門」: https://youtu.be/BgUhUAhoCGE

 講義が疑似体験できる360度動画: https://youtu.be/qT7CTaPuMJs (第1日
目のリンク、さらに別編あり)

 叡啓大学の在学生の声及びキャンパス紹介
 叡啓大学の魅力！総合型選抜経験者の声: https://youtu.be/QRvaG_jm4kM
 「在学生と巡るオンラインキャンパスツアー」: https://youtu.be/92MyuEj3OhU

 2021年6月 ノートルダム清心高校での高校生向け「ジェンダー×グローバル×イノベーション」
講演・ワークショップ
 「ともに解く「正解」のない課題解決演習: 自分の夢をSDGsから論理的に説明する」: 

https://youtu.be/EZTMQMchA0c

 2022年10月 叡啓大学公開講座 「幸せ×学び直し: ウェルビーイング(心の幸せ)中心デザイ
ンで、実現したい未来を自ら創り出す」 全4回シリーズ
 2022年10月12日 第１回「ウェルビーイング: 心の幸せを学び、デザインする」: 

https://youtu.be/Eq-sdC9rL8A

31
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入試に関するお問い合わせ先

・大学見学
・入学者選抜について
・出願について

など

叡啓大学 教学課入試係
電話 ０８２－２２５－６２２４
E-mail admissions@eikei.ac.jp


